
 会 議 録 

会議の名称 令和８年度第１回那珂川市介護保険運営協議会 

開催日時 
令和８年６月５日(金) 

19：00～20：30 
開催場所 那珂川市福祉センター３階 

出 席 者 

1．委員 

前田委員 吉田委員 荒巻委員 小塚委員 藤野委員 河野委員  

山口委員 空委員  府委員 平野委員 池田委員 吉武委員 

時里委員 光根委員 川添委員 

(欠席者) 松委員 

2．事務局 

松永高齢者支援課長、古川高齢福祉担当係長 

別府介護保険担当係長、中村主任主事、前田主任主事 

第１地域包括支援センター江川管理者、 

第２地域包括支援センター本武管理者 

配布資料 
資料 1 令和７年度 那珂川市地域包括支援センター実績報告について 

資料 2 第９期高齢者保健福祉計画 個別事業進捗状況報告について 

公開区分 
開示 ・ 一部開示 ・ 非開示 

     （理由：情報公開条例第 9条第 4号に該当） 

１.会長あいさつ 

 

２.報告・協議事項 

（１）令和７年度 那珂川市地域包括支援センター実績報告について 

（説明概要） 

資料について事務局説明(資料１) 

・相談件数は第１地域包括支援センター、第２地域包括支援センターとも前年度比で減

少した。 

・一方で新規相談件数は増加しており、必要な支援対象者の把握や関係機関との連携が

進んでいる状況である。 

・地域サロンや出前講座を通じて介護予防、認知症、消費者被害防止等の啓発を実施し

た。 

・地域ケア会議では個別事例の検討から地域課題の抽出、解決に取り組んだ。 

・認知症高齢者の買い物支援、介護に要する費用の見える化、相談先を分かりやすく示

すツール作成などの取組を検討している。 

・認知症サポーター養成講座については市内中学校での受講等により受講者数が増加し

た。 

・地域包括ケアシステム推進のため、地域包括支援センターの機能強化に引き続き取り

組む。 



 【質疑応答】 

委員 ：虐待の発見に民生委員が関わることはあるのか。 

事務局：虐待の疑いに関する相談で民生委員から相談を受けたケースはない。 

委員 ：相談件数が減少した理由を再度確認したい。 

事務局：関係機関の対応力が向上し、包括がすべての相談に最後まで関わることが減少

したことが要因の一つと考えられる。また、職員のスキルアップもあり、今ま

で２人で対応していたものを１人で対応できることが可能になったことも要因

と考えられる。 

 

（２）令和７年度 第９期高齢者保健福祉計画 個別事業進捗状況報告について 

（説明概要） 

資料について事務局説明(資料２） 

①生活支援体制整備事業 

・第 2層協議体において地域課題解決に向けた具体的な取組が開始された。 

・今後は全圏域での取組推進を図る。 

②地域ケア会議・助言者連携会議 

・個別事例から抽出した地域課題について具体的な取組の検討を進めた。 

・認知症高齢者の買い物支援等の施策化に向けた検討を実施した。 

③認知症サポーター養成講座 

・目標値を上回る受講者数を達成した。 

・市内小中学校との連携が受講者増加の要因となった。 

④認知症高齢者の家族への支援 

・認知症地域支援推進員が中心となり、オレンジカフェ開催へ向けた支援を行った。 

・住民主体のオレンジカフェが昨年度から１か所増えた。 

⑤高砂大学 

・受講者数は目標に届かなかったため C評価となった。 

・今後は高齢者ニーズを踏まえた講座内容の充実を図る。 

⑥成年後見制度の周知啓発 

・講演会を開催し制度理解の促進を図った。 

・参加者アンケートでは高い満足度が得られた。 

 

【質疑応答】 

委員 ：高砂大学は講座ごとに受講者数に差が出ているのか。 

事務局：具体的な人数は把握していないが、差があるということは聞いている。 

委員 ：認知症サポーター養成講座の講師を増やすためにどういうことを考えているか。 

事務局：講座受講者に声掛けを続けることを検討している。 

委員 ：避難行動要支援者台帳について、登録者の状態が変わるたびに更新をしている

のか。 

事務局：住民基本台帳システムで把握できることは定期的に反映しているが、市がすべ 

てを把握することは難しい。民生委員に協力をお願いし、見守りの中で変更が



あれば更新している。 

 

 

３．その他 

事務局：今年度は計画策定のため年５回の協議会を予定している。次回は令和８年８月 

を予定している。 

会長 ：以上で第１回那珂川市介護保険運営協議会を終了する。 

 


